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教育委員会だよりもおか ★ご意見・ご感想はこちらまでお寄せください。 
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 ２０２１年１１月１９日、西オーストラリ

ア州ハーヴィー市のハーヴィー・シニ

ア・ハイスクールと、二宮地区の３中学

校（長沼・久下田・物部中学校）の生徒

同士が、インターネットを通じて交流し

ました。 
 

 ハーヴィー市と本市は、真岡中学校

の姉妹校であるオーストラリンド・シニ

ア・ハイスクールとの間で、2003 年

から生徒同士の派遣や受入を行って

交流を深めており、現在両市は、友好

都市の締結を目指した交流を続けて

います。 

 ビデオ会議アプリ Zoom（ズ

ーム）を活用して行われた今回

の交流会では、互いの地域や

学校生活の様子などを写真や

動画を使って紹介し合いまし

た。 
 

 生徒たちは、英語を使って積

極的に会話し、理解を深め合

いました。およそ１時間、互い

に興味があることを質問し合

うなど、笑い声が絶えない和

やかな交流が行われました。 
 

 本市とハーヴィー市は、今後

も都市間交流を継続し、両市

の絆を深めていきます。 ハーヴィー市 HPに掲載 

された交流会の様子 

真岡市の教育国際交流 科学教育センターの取り組み 教育長コラム／教員の働き方改革 

 

第
25
回
真
岡
市
音
楽
祭
で
演
奏
す
る 

大
内
中
央
小
・
山
前
小
合
同
バ
ン
ド 

 真岡市音楽祭が２年ぶりに開催さ

れ、小学校２校の合同バンドが「パプ

リカ」など３曲を披露しました。 

 コロナ禍においても感染症対策を

しながら練習を重ね、美しいハーモニ

ーを会場いっぱいに響かせました。 

② 

mailto:gakkoukyouiku@city.moka.lg.jp
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真岡市の教育国際交流 

真岡市内の中学校では、長年にわたり教育国際交流を通じて姉妹校との絆を深めてきまし

た。新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度から直接の派遣・受け入れを中止し

ていますが、各学校ではオンラインなどを活用し、姉妹校との交流を継続しています。 

 
２０２１年１２月１６日、真岡西中学校

の生徒が台湾・斗六市の姉妹校である 

正心高級中學の生徒とインターネットを

通じた交流を行いました。 
 

両校で希望者を募り、各校約 50 人

の参加者が集まりました。それぞれ5人

前後のグループに分かれ、自己紹介や

学校生活、興味を持っていることなど

について英語で伝え合いました。 
 

約１時間にわたり、生徒たちは好きな

アニメや芸能人などの話も交えた交流

を楽しみました。 

 両校は１９９３年に姉妹校を締結して以

来、１年ごとに生徒の派遣と受け入れを行

い、交流を続けてきました。 
 

新型コロナウイルスの影響で行き来がで

きなくなってからは、オンラインを活用し

た交流を積極的に行い、互いに理解を深

めています。 
 

両校は今後も定期的にオンラインによる

交流を行うことを計画しており、コロナ禍

においても姉妹校としての絆を強める取

り組みを進めていきます。 

本市の教育国際交流は最も長いもので３２年の歴史があり、これまでに延べ３,６２４人

が海外派遣を通じて、言葉の壁を超えたかけがえのない出会いをしてきました。 
 

本市教育委員会では、今後もオンライン等を活用した教育国際交流を通じて国際教育

を推進し、生徒の学びを深めていきます。 

～オンラインを活用した交流の継続～ 

学校名 姉妹校 締結年 

真岡中学校 オーストラリンド・シニア・ハイスクール （オーストラリア・ハーヴィー） ２００３年 

真岡東中学校 ガダード中学校 （アメリカ・グレンドーラ） １９９０年 

真岡西中学校 正心高級中學 （台湾・斗六） １９９３年 

大内中学校 北京第五中 （中国・北京） １９９８年 

山前中学校 サドブルック・マグネット・ミドルスクール （アメリカ・ボルチモア） ２００７年 

中村中学校 サンドバーグ・ミドルスクール （アメリカ・グレンドーラ） ２００６年 
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 確かな学力の育成 ～ 理科が大好きな児童生徒を育てる ～  

１ 理科担当者研修 

   市内小学校を当センターの指導主事が訪問し、理科 

   を担当している教員を対象に授業力向上を図って 

   います。 

   小学校における教科担任制導入を見据えた理科専科 

   教員の育成にも取り組みます。 
 

2 理科実技研修会 

   市内小中学校の教員を対象に、平日の放課後や夏休みを利用して、理科実験観察の技能 

   向上および教材作成についての実技研修を行っています。 

 １   教員研修 

市内の学校を対象に、プラネタリウムの利用を受け 

入れています。ドーム型スクリーンに映し出された 

星空と宇宙に関する番組などを鑑賞し、太陽や月、 

星の動きを観察する体感型の学習を行っています。 

 ２  市内小中学校のプラネタリウム鑑賞 

   希望する学校を対象に，プラネタリウムを利用した

天体学習を実施しています。ドーム型スクリーンを利用

した本物そっくりの星空の中で，太陽や月，星の動きを

時間を縮めて観察する等，体感的に学習していただい

ています。 

 科学する心の育成 ～ 未知への関心を高め、夢を育てる ～ 

市民の皆様に、身近な夜空や宇宙への関心を高めていただける 

よう、土曜日や夏休みに、季節ごとの星空についてセンター職 

員が解説し、宇宙に関する番組を公開しています。 

毎回幅広い世代の方々に観覧いただき、好評を得ています。 

 １  プラネタリウム一般公開 

   希望する学校を対象に，プラネタリウムを利

用した天体学習を実施しています。ドーム型スク

リーンを利用した本物そっくりの星空の中で，太

陽や月，星の動きを時間を縮めて観察する等，体

感的に学習していただいています。 

, 

 市民の皆様におよ

そ 30 年愛され続け

ている当センターの

投影機 (G1518si)

は、国内で熊本市と

真岡市にしか導入さ

れなかった、とても

「レア」な機種です。 

 熊本市の投影機は

既に引退したため、

現在投影できるのは

真岡市のものだけ。 

マス 

 映し出す星空は、マニア垂涎の美しさ。 

日本でここだけの星空を、是非見に来てください。 

 

 

 小中学生を対象に、科学により親しんでいただける 

 内容の講座を各種実施しています。 

 科学に関するものづくりや実験観察などを通して、 

 身近な事象や科学技術の進歩に関心をもっていた 

 だく機会を提供しています。 

 3  科学の広場 

   希望する学校を対象に，プラネタリウムを利

用した天体学習を実施しています。ドーム型スク

リーンを利用した本物そっくりの星空の中で，太

陽や月，星の動きを時間を縮めて観察する等，体

感的に学習していただいています。 
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も  う一歩努力するこころ  お  もいやりのこころ  か  んじ、考え、学ぼうとするこころ  

もおかのこころ 

教
育
長
室
の
窓
か
ら 

～
キ
ジ
バ
ト
の
巣
立
ち
～ 

真
岡
市
教
育
長 

田
上 

富
男 

毎
年
、
我
が
家
の
モ
チ
ノ
キ
に
キ
ジ
バ
ト
が
巣
を
作
り
ま
す
。
昨
年
は
２
羽

の
雛
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

ハ
ト
は
、
カ
ラ
ス
な
ど
に
比
べ
て
簡
単
に
巣
を
作
る

の
で
有
名
で
す
が
、
我
が
家
の
巣
も
ご
多
分
に
洩
れ
ず
、
小
枝
や
枯
れ
草
を
無

造
作
に
並
べ
た
程
度
の
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
生
ま
れ
た
２
羽
の
雛
が
大

き
く
な
る
に
連
れ
、
巣
か
ら
落
ち
は
し
な
い
か
と
心
配
し
、
更
に
大
き
く
な
る

と
、
今
度
は
巣
が
壊
れ
や
し
な
い
か
と
要
ら
ぬ
心
配
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
親
鳥
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
お
か
ま
い
な
し
に
、
毎
日
せ
っ
せ
と
餌
を

運
ん
で
き
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
巣
立
ち
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
親
鳥
は
全

く
巣
に
近
付
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
雛
鳥
は
ま
だ
親
か
ら
の
餌
を
待
っ

て
大
き
な
口
を
開
け
、
翼
を
ば
た
ば
た
さ
せ
て
い
ま
す
。
親
鳥
は
、
雛
鳥
が
餌

を
求
め
て
も
決
し
て
巣
に
は
行
か
ず
、
近
く
の
電
線
か
ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。

雛
鳥
は
い
つ
し
か
そ
れ
を
察
し
、
つ
い
に
親
鳥
に
向
か
っ
て
飛
び
出
し
ま
し
た
。

感
動
の
一
瞬
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
雛
鳥
に
と
っ
て
、
こ
れ
が
親
鳥
と
の
永
遠

の
別
れ
な
の
で
す
。
キ
ジ
バ
ト
に
限
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
動
物
に
と
っ
て
、
巣
立

ち
は
親
と
子
の
永
遠
の
別
れ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
自
然
の
摂
理
で
あ
り
、
人

間
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。 

 

人
間
だ
け
が
我
が
子
と
共
に
生
活
し
、
一
緒
に 

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
反
面
、
そ
れ 

が
子
育
て
を
難
し
く
し
、
過
保
護
や
過
干
渉
等
、 

子
供
の
自
立
を
妨
げ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま 

す
。
私
も
子
育
て
を
懸
命
に
し
ま
し
た
が
、
毎
年
キ 

ジ
バ
ト
の
巣
立
ち
の
時
期
を
迎
え
る
と
、
子
育
て
、 

そ
し
て
子
供
の
自
立
に
つ
い
て
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

巣を見守るキジバト(教育長撮影) 

 

○ 今回は、小中学校教員の 1日のスケジュール例をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 教職員の 1日の勤務時間は７時間４５分です。この例では、8時から１６時３０分になります。 

○ 教職員は勤務時間のほとんどを児童・生徒と活動しています。 

○ 事務系の業務の多くは勤務時間外に行っています。これらの業務を効率的に行えるよう工夫・改善

し、退勤までの時間短縮に取り組んでいます。 

○ 教員が児童・生徒と向き合う時間を確保するために、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

小
学
校

下
校
指
導

中
学
校

部
活
動
の
指
導

下
校
指
導

帰
り
の
会

・テストの丸付け
・ノートへのコメント
・翌日の授業の準備
・教育相談
・家庭への連絡
（電話・家庭訪問など）

・報告文書などの作成
・打合せ

集
会
や
部
活
動
の

指
導

勤務時間（8：00～16：30） 時間外

登
校
指
導

読
書
指
導
・
打
合
せ

朝
の
会

　　授業
（1～4校時）
※休み時間は次の
授業の準備、児
童・生徒の安全確
認、教育相談

給
食
指
導
・
授
業
準
備
な
ど

　　授業
（5～6校時）
※休み時間は次の
授業の準備、児
童・生徒の安全確
認、教育相談

児
童
・
生
徒
と
一
緒
に
清
掃

時間外 時間外

８：００ １６：３０


